
HTMLシート ①

<h1> １番大切な見出しを作る

<h2> ２番目に大切な見出しを作る

<h3>  ３番目に大切な見出しを作る

<p>  段落を作る

<br>  改行する

<img>  写真やイラストなどの画像を表示する

<img src = ”画像”> 読み込む画像を指定する

<img width = ”横幅”> 画像の横幅を指定する

<header>  Webサイトのカンバンを作る（ヘッダー）

<nav> ナビゲーションの箱をつくる（ナビゲーション）

<section>  Webサイトの内容ごとに区切る箱を作る（セクション）

<footer>  サイトの終点に入れる箱を作る（フッター）

<div>  複数のHTMLタグをまとめたり、レイアウト用の箱を作る

<div class = ”クラス名”> HTMLタグに目印をつける

<table>  表を作る

<tr>  表の「行」を作る

<td>  表の「セル（マス目）」を作る

<th>  表の「見出しとなるセル」を作る

<ul>  リストを作る

<li>  リストの項目を作る

<a> リンクを作る

<a href = ”リンク先”> リンク先を決める属性

<section id = ”ID 名”> HTMLタグに名前をつける

HTMLタグ 役割



HTMLシート ②

<h1>Mom’s Bakery</h1>

内容 終了タグ開始タグ

<img src="marsa.png">
画像の名前

imgタグ

src属性

イメージ

ソース
どの画像か決める！

HTMLの書き方

画像の表示

クラスの作り方

HTML CSS

<div class="shop">
    <h2>お店紹介</h2>
</div>

.shop {
  padding: 10px;
}

同じクラス名同じクラス名
ドット忘れない！


